
理
事
長
あ
い
さ
つ

小
林
　
和
夫

令
和
５
年
６
月

15
日
の
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
、

役
員
改
選
の
決
議

を
い
た
だ
き
、
新

理
事
及
び
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
評

議
員
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
の

決
議
に
よ
り
、
新
理
事
長
・
副
理
事
長
が

新
た
に
選
定
さ
れ
、
私
が
理
事
長
に
再
選

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
新
定
款
の
も
と
、
理
事
長
着
任

か
ら
４
期
目
の
就
任
に
な
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
い
た
す
次
第
で
す
。
今
回
の
役
員
改

選
で
は
、
理
事
の
人
数
が
定
款
で
定
め
る

ギ
リ
ギ
リ
の
６
名
と
な
り
ま
し
た
。
大
き

な
課
題
の
１
つ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
３
年
余
に
も
わ
た
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
禍
も
、令
和
５
年
に
入
る
と
、

世
界
的
に
収
束
の
状
況
を
表
し
、
日
本
で

は
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
予
防
法
上
の
コ

ロ
ナ
の
扱
い
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等

の
５
類
に
移
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
今
年
こ
そ
は
最
大
限
の
感

染
予
防
に
心
掛
け
て
、
充
実
し
た
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

新
役
員
一
丸
と
な
っ
て
、
協
会
運
営
に

遅
滞
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
結
び
に
、
皆
様

の
ご
健
康
を
祈
念
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

〇
理　

事　

会

役
員
全
員
（
理
事
７
名
・
監
事
２
名
）

と
相
談
役
が
出
席
し
、
５
月
25
日
に
第
１

回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
第
１
号
「
令
和
４
年
度
事
業

報
告
」、
第
２
号
「
令
和
４
年
度
決
算
」、

第
３
号
「
定
時
評
議
員
会
の
招
集
」
及
び

第
４
号
「
役
員
選
任
候
補
者
の
推
薦
」
に

つ
い
て
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成

に
よ
り
承
認
・
招
集
・
推
薦
の
決
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
15
日
定
時
評
議
員
会
終
了

後
の
第
２
回
理
事
会
（
理
事
６
名
・
監
事

２
名
）
で
は
、
同
日
定
時
評
議
員
会
に
お

い
て
選
任
さ
れ
た
新
理
事
の
互
選
に
よ

り
、
理
事
長
及
び
副
理
事
長
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

〇
定
時
評
議
員
会

評
議
員
９
名
中
７
名
が
出
席
し
、
６
月

15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
第
１
号「
令
和
４
年
度
決
算
」

及
び
第
２
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

選
任
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成

に
よ
り
承
認
及
び
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
評
議
員
・
役
員
の
名
簿
は

３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

令
和
四
年
度 

事
業
報
告

（
以
下
、
事
業
報
告
資
料
か
ら
抜
粋
）

令
和
２
年
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
次
々
と
新
株

に
形
を
変
え
、
令
和
４
年
度
に
第
６
波
、

第
７
波
、
第
８
波
と
感
染
を
拡
大
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

年
が
明
け
、
令
和
５
年
に
入
り
、
よ
う

や
く
感
染
が
落
ち
着
き
、２
月
に
県
の「
医

療
ア
ラ
ー
ト
」
が
解
除
さ
れ
、
感
染
警
戒

レ
ベ
ル
も
「
小
康
期
」
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
マ
ス
ク
着
用
の
個
人
判
断
へ
緩

和
、
５
月
に
は
感
染
症
予
防
法
上
の
位
置

付
け
を
２
類
相
当
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
並
み
の
５
類
へ
移
行
す
る
方
針
が
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
リ
ス

ク
を
抱
え
る
私
達
は
決
し
て
油
断
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
感
染
防

止
対
策
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
、
事
業

執
行
に
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
会
議
、
大
会
、
研
修
会
等
の
開
催
に

つ
い
て
、
開
催
の
可
否
を
判
断
し
、
安
全

面
に
配
慮
し
な
が
ら
開
催
し
ま
し
た
。
一

部
、
書
面
に
よ
る
会
議
に
変
更
す
る
対
応

も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

５
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
間
隙
を
捉

令
和
四
年
度
事
業
報
告
、

決
算
の
承
認
及
び
役
員
の
選
任
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え
て
、
監
査
及
び
第
1
回
理
事
会
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
３
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
の
承
認
、
定
時
評
議
員
会
の

召
集
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
６

月
の
定
時
評
議
員
会
、
第
1
回
支
部
長
研

修
会
、
同
支
部
長
会
も
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
７
月
以
降
、
再
び
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
希

望
の
旅
、
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

等
々
は
全
て
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
た

だ
し
、
福
祉
大
会
中
止
で
、
大
会
で
の
伝

達
式
は
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
名
の

方
へ
理
事
長
表
彰
の
伝
達
を
行
い
ま
し

た
。
11
月
の
障
害
福
祉
課
長
と
の
懇
談
、

第
２
回
理
事
会
、
12
月
の
市
長
懇
談
は
幸

い
に
も
実
施
で
き
ま
し
た
。
１
月
中
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
が
再
拡
大
し
、
各
事
業
は
中

止
と
し
ま
し
た
。
２
月
中
旬
か
ら
コ
ロ
ナ

が
落
ち
着
い
て
き
た
た
め
、
３
月
の
第
３

回
理
事
会
、
支
部
長
研
修
会
、
第
３
回
支

部
長
会
等
々
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
幸
い
に
も
令
和
５
年
度
の
事
業
計

画
及
び
予
算
を
ス
ム
ー
ズ
に
確
定
で
き
、

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
各
支
部
長
へ
報
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
市
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
長
寿
命
化
改
修
工
事

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
は
休

館
と
な
り
、
そ
の
間
の
理
事
会
、
評
議
員

会
等
の
各
事
業
は
外
部
施
設
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
代
替
会
場
の

確
保
が
で
き
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
優
先
す
べ
き
こ
と
は
、
会

員
・
役
員
・
関
係
者
等
の
健
康
と
安
全
・

安
心
の
確
保
で
す
。
こ
の
考
え
方
を
基
本

に
、
こ
れ
か
ら
も
諸
活
動
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

以
上
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
に
よ
り
、
事
業
執
行
に
大
き
な

影
響
を
受
け
た
令
和
４
年
度
の
事
業
報

告
で
す
。

令
和
４
年
度
の
事
業
活
動
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

組
織
体
制
の
強
化
・
充
実

令
和
４
年
度
、
支
部
９
、
会
員
６
０
０

名
弱
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

退
会
さ
れ
た
支
部
の
方
々
へ
の
、
本
部

会
員
へ
の
入
会
の
お
誘
い
は
、
進
展
が
難

し
く
、
会
員
増
加
の
状
況
は
遅
々
と
し
て

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、年
度
末
に
は
、

会
員
数
の
多
い
若
穂
支
部
が
解
散
の
状
況

に
至
り
ま
し
た
。

会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
支
部
の
減
少
は

必
然
的
な
結
果
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果

を
防
止
す
る
唯
一
の
手
段
・
方
法
は
、
若

年
会
員
の
入
会
の
促
進
の
み
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
年
実
現
が
で
き
て
い
な

い
最
も
困
難
な
事
業
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
は
協
会
が
最
も
重
視
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

協
会
の
魅
力
を
何
と
し
て
も
見
出
し
、

掲
げ
て
、
人
々
へ
働
き
か
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

２　

障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め
の
諸
活
動

障
害
者
等
の
「
共
生
社
会
づ
く
り
」
の

実
現
を
目
指
す
、「
第
２
次
長
野
市
障
害

者
基
本
計
画
」、「
第
６
次
長
野
市
障
害
者

福
祉
計
画
」、「
第
２
次
長
野
市
障
害
児
福

祉
計
画
」
は
、
策
定
か
ら
２
年
度
目
と
な

り
ま
し
た
。「
基
本
計
画
」
の
「
共
生
社

会
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
理
念
の
達
成
、

並
び
に
２
つ
の
「
福
祉
計
画
」
の
評
価
の

公
表
を
注
視
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
年
制
定
の
要
望
を
繰
り
返
し
て
き

た
、「
長
野
県
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
」

は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
、「
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
長
野
県

づ
く
り
条
例
」
の
名
称
で
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
条
例
に
お
い
て
、
障
害
者
の
「
合
理

的
配
慮
」
を
求
め
る
意
思
表
示
に
対
す
る

「
事
業
者
」
の
対
応
の
あ
り
方
は
、「
行
政
」

令和４年度　決算（法人本部事業）
（単位 : 円）

区
分 科　　　目 予算額 決算額 差　異

収　
　

入

会費 204,000 156,096 47,904
余暇活動支援事業 60,000 0 60,000
広報活動事業 100,000 100,000 0
健康教室事業 15,000 0 15,000
受取利息配当金 500 27 473
雑収入 39,500 44,806 -5,306
事業区分間繰入金 5,000,000 2,000,000 3,000,000

合　　計 5,419,000 2,300,929 3,118,071

支　
　

出

人件費支出 2,328,600 1,642,913 685,687
事業費（助成金） 1,289,200 197,800 1,091,400
　大会参加 208,200 3,170 205,030
　部会活動 193,000 170,000 23,000
　支部活動 69,000 14,630 54,370
　本部活動 489,000 0 489,000
　研修 330,000 10,000 320,000
事務費支出 1,801,200 1,375,683 425,517
　旅費交通費 315,400 73,969 241,431
　広報費 300,000 245,778 54,222
　諸会費 553,400 518,400 35,000
　その他 632,400 537,536 94,864

合　　計 5,419,000 3,216,396 2,202,604

この会報は、共同募金からの助成で発行しています。
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と
同
じ
「
責
務
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

障
害
者
の
「
合
理
的
配
慮
」
を
求
め
る

意
思
表
示
に
基
づ
く
社
会
的
障
壁
の
改
善

と
、
さ
ら
に
「
行
政
」
と
「
事
業
者
」
の

日
常
の
業
務
の
中
で
の
社
会
的
障
壁
の
事

前
の
改
善
の
２
つ
が
嚙
み
合
え
ば
、「
共

生
社
会
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
理
念
の
達

成
は
よ
り
効
率
的
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
の
「
合
理
的
配
慮
」
を
求
め
る

意
思
表
示
の
積
極
的
な
行
動
が
大
切
で
す
。

障
害
者
の
「
合
理
的
配
慮
」
を
求
め
る

意
思
表
示
が
出
な
け
れ
ば
、
そ
の
声
に
対

応
す
る
社
会
的
障
壁
の
改
善
の
行
動
は
決

し
て
生
じ
な
い
こ
と
を
強
く
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３　

啓
発
活
動
の
推
進

⑴�　

協
会
の
会
報
「
幸
わ
せ
」
を
年
４

回
発
行
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
に
よ
る
各
種
事
業
の
中
止
に

伴
い
、
掲
載
記
事
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
た
た
め
、
10
月
は
Ａ
４
版
２
面

の
縮
小
版
と
な
り
ま
し
た
。

⑵�　

視
覚
障
害
の
希
望
者
に
、会
報「
幸

わ
せ
」
を
朗
読
し
録
音
し
た
「
声
の

会
報
」
を
作
成
し
送
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
点
字
版
会
報
を
発
行
し
希
望

者
に
配
布
し
ま
し
た
。

⑶�　

新
規
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得

さ
れ
た
方
へ
協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、
会
員
加
入
に
努
め
ま

し
た
。

⑷�　

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

情
報
公
開
に
努
め
ま
し
た
。

⑸�　

長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
発

行
の
会
報
「
こ
こ
ろ
の
友
」
の
配
布

に
協
力
し
ま
し
た
。（
年
２
回
）

４　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

当
協
会
は
、
長
野
市
か
ら
指
定
管
理
者

と
し
て「
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

の
管
理
運
営
を
受
託
（
平
成
18
年
度
～
令

和
２
年
度
）
し
て
き
て
お
り
、
令
和
３
年

度
に
は
更
に
５
年
間
（
令
和
３
年
度
～
令

和
７
年
度
）
の
指
定
を
受
け
、
４
年
度
は

２
年
度
目
で
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
長
野
市
に
よ
る
セ
ン

タ
ー
長
寿
命
化
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
６
月
か
ら
翌
３
月
末
ま
で
休

館
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
指
定
管
理

事
業
で
あ
る
「
余
暇
教
室
」「
機
能
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
活
用
講
座
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
を
借
用
し
、
実
施
し
ま
し
た
。（
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
時
は
、
休
止
し
ま
し
た
。）

「
広
報
な
が
の
」
を
朗
読
し
、
録
音
し

た
「
声
の
広
報
」
を
作
成
し
、
希
望
者
に

送
付
し
ま
し
た
。

５　

会
議
の
開
催

⑴　

評
議
員
会　
　
　
　
　

１
回

⑵　

理
事
会　
　
　
　
　
　

３
回

⑶　

正
副
理
事
長
会　
　
　

12
回

⑷　

会
報
編
集
委
員
会　
　

８
回

⑸　

支
部
長
会　
　
　
　
　

３
回

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

６
月
１
日
、
犀
川
第
２
運
動
場
に
お
い

て
青
年
部
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
４
年
ぶ
り
の
大
会
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
優
勝
者
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。

18
ホ
ー
ル
の
部

佐
々
木　

康
弘　

さ
ん
（
朝
陽
）　

９
ホ
ー
ル
の
部

三
戸
部　

永
子　

さ
ん
（
大
豆
島
）

評議員名簿（任期：令和３年の定時評議員会終結の時から令和７年の定時評議員会終結の時まで）
氏　　名 経歴・現職 氏　　名 経歴・現職

田　口　輝　雄 元芹田支部長 須　藤　今朝信 青年部長
岩　下　一　實 元柳原支部長 武　藤　文　子 市視覚障害者福祉協会会長
高見澤　徳　三 元浅川支部長 保　坂　貞　子 元市聴覚障害者協会会長
轟　　　亮　一 大豆島支部長 伊　藤　篤　志 市民生児童委員協議会長
久保田　　　篤 元中条支部長

理事・監事名簿（任期：令和５年６月 15 日から令和７年の定時評議員会終結の時まで）
役 職 名 氏　　名 経歴・現職 役 職 名 氏　　名 経歴・現職
理 事 長 小　林　和　夫 更北支部長 理　　事 五　味　美穂子 女性部長
副理事長 丸　山　　　勝 裾花支部長 〃 徳　武　利　明 元鬼無里支部長
副理事長 丸　山　　　顕 朝陽支部長 監　　事 中　村　順　蔵 元朝陽支部長
理　　事 玉　木　秀　明 柳原支部長 〃 西　　　正　夫 戸隠支部事務局長

事務局及び障害者福祉センターは、毎週月曜日がお休みです。ホームページ https://nagano-sfc.jp/

（3）第206号 会　報　　「幸　わ　せ」 令和５年７月20日



大
豆
島
支
部
長
　
轟
　
　
亮
一

私
達
大
豆
島
支
部
は
今
年
結
成
四
十
二

年
、
会
員
数
四
十
二
名
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
で
役
員
の
な
り
手
が

な
く
、
文
書
の
配
布
及
び
連
絡
等
地
区
を

掛
け
持
ち
合
い
な
が
ら
の
活
動
が
現
状
で

す
。
新
規
会
員
の
入
会
が
ほ
と
ん
ど
見
込

め
な
い
今
日
、
大
豆
島
地
区
住
民
自
治
協

議
会
の
皆
様
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
私
達
も
友
人
知
人

と
の
対
話
を
通
じ
て
新
規
会
員
の
勧
誘
に

今
後
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
は
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、
今
年
は
障

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
福
祉
大
会
等
い

ろ
い
ろ
な
行
事
に
地
区
の
結
束
の
た
め
に

み
ん
な
で
誘
い
合
い
、
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
支
部
研

修
と
レ
ジ
ャ
ー
の
会
等
会
員
が
少
人
数
で

す
が
、
何
と
か
会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
親
睦
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
も
高
齢
に
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で

若
い
方
々
に
良
い
方
法
で
歴
史
あ
る
支
部

を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
活

動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
年
ぶ
り
に
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
出
席
申
込
み
は
、

支
部
長
又
は
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

10
月
7
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

親
睦
旅
行
の
代
替
事
業
と
し
て
、
10
月

26
日
（
木
）
13
時
か
ら
長
野
市
芸
術
館
で

開
催
さ
れ
る
「
さ
わ
や
か
合
唱
交
流
会
」

を
協
会
で
鑑
賞
し
ま
す
。
20
席
を
確
保
し

ま
し
た
の
で
、
鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は

８
月
25
日
ま
で
に
支
部
長
又
は
事
務
局
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
希
望
者
が
20

名
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
美
術
館
へ

行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
休
館
日
に

開
館
し
、
鑑
賞
で
き
る
機
会
で
す
。
鑑
賞

を
希
望
さ
れ
る
方
は
10
月
6
日
ま
で
に
事

務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
鑑
賞
日　

10
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
５
時

編
　
集
　
後
　
記

長
野
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ホ

ワ
イ
ト
リ
ン
グ
へ
給
水
係
と
し
て
朝
陽
支

部
よ
り
五
名
参
加
。
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

で
演
奏
で
き
な
か
っ
た
中
高
生
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
も
参
加
し
て
賑
や
か
だ
っ
た
。
演

奏
に
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
を
元
気
づ

け
ら
れ
た
と
思
う
。
八
千
名
程
が
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
通
過
し
た
。
こ
の
中
に
障
害
者

ラ
ン
ナ
ー
や
車
い
す
走
者
も
い
た
。

編
集
委
員
　
　
丸
山
　
　
顕

　

支
部
だ
よ
り

行事予定
◆長野市身体障害者福祉大会

　上記のとおり
◆「さわやか合唱交流会」鑑賞

　上記のとおり

事業計画で予定していた次の行事は、
中止になりました。

 10 月予定　親睦旅行
 1 月予定　新春の集い
 2 月予定　会員・家族合同慰安会

長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

　

開
催
し
ま
す

「
さ
わ
や
か
合
唱
交
流
会
」

　

鑑
賞
希
望
者
募
集
し
ま
す

「第26回長野県障がい者文化芸術祭 in ながの」
の作品募集

長野県などが主催する長野県障がい者文化芸術祭が開催されます。
９月開催の会場展示のほか、ウェブサイトでの展示もあります。
市協会事務局に開催要項、募集要項、出品申込書がありますので、

出品を希望される方は、ご連絡ください。
◆応 募 部 門　 絵画・手芸・工芸・書道・写真・
　　　　　　　　 文芸（短歌、俳句、自由詩）・川柳
◆申込み締切日　 令和５年８月４日（金）
◆作品展示期間　 令和５年９月 23 日（土）、24 日（日）
◆作品展示場所　 長野県障がい者福祉センター「サンアップル」

協会員の皆様へ
当協会では、協会員の

募集を行っています。ご
近所に身体障害者手帳を
お持ちの方がいましたら、
入会のお誘いをしていた
だき、増員にご協力をお
願いします。

協会事務局電話番号
228-3014

「
障
が
い
の
あ
る
方
の

　

た
め
の
特
別
鑑
賞
日
」

長
野
県
立
美
術
館

◆本部会員の皆様へ◆　各事業の参加申込みは、協会事務局へ　TEL:228-3014

令和５年７月20日 会　報　　「幸　わ　せ」 第206号（4）


